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１０月１６日～１１月１５日の星空

※惑星は２０１５年１１月１日の位置です。

よいの星空
１０月１６日２２時頃

１１月 １日２１時頃

１５日２０時頃

あけの星空
１０月１６日 ４時頃

１１月 １日 ３時頃

１５日 ２時頃

［太陽と月の出入り（大阪）］

月 日 日の出 日の入 月の出 月の入 月齢

１０ １６ ６：０３ １７：２３ ８：４０ １９：３０ ３.１

２１ ６：０７ １７：１７ １２：５７ ２３：５１ ８.１

２６ ６：１２ １７：１１ １６：２９ ４：１８ １３.１

１１ １ ６：１７ １７：０５ ２１：３１ １０：４７ １９.１

６ ６：２２ １７：００ １：１２ １４：０６ ２４.１

１１ ６：２７ １６：５６ ５：４０ １６：５０ ２９.１

１５ ６：３０ １６：５３ ９：１７ １９：５０ ３.４

星空ガイド
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夜明け前の空が、ゴージャス！ とくに１０月２６日と１１月７、８日

下の「こよみと天文現象」の表を見る

と、惑星の記事がたくさんありますね。た

だ、これはほとんど、明け方の空のでき

ごとになります。１０月に入って日の出は

遅く、６時をまわるようになっていますの

で、がんばって朝５時に起きれば、こうし

た光景を楽しめます。

金星、木星は携帯電話のカメラでも

写るので、チャレンジしてみましょう。

天王星をさがそう

天王星がみごろです。

明るさは６等級と、満天の

星空なら肉眼でギリギリ見え

る明るさです。ただ、都会では

ムリなので、双眼鏡をつかっ

てさがしてみましょう。

図の通り、頭の真上に見え

るペガスス座からさがすのが

よいと思います。南にむかっ

て、ペガスス座の左下（南東）

に双眼鏡を動かし、２つの明

るめの星がならぶ下です。

［こよみと天文現象］

月 日 曜 主な天文現象など

１０ １６ 金 水星が西方最大離角

１８ 日 火星と木星が接近

２１ 水 上弦（６時）

２２ 木 オリオン座流星群極大のころ

２５ 日 後の月

２６ 月 金星が西方最大離角

金星と木星・火星が接近

月と天王星が接近

２７ 火 ○満月（２１時）

２９ 木 月とアルデバランがならぶ

月 日 曜 主な天文現象など

１１ ３ 火 下弦（２１時）

文化の日/金星と火星が接近

５ 木 明け方に月とレグルスがならぶ

７ 土 明け方に月と木星がならぶ

８ 日 明け方に月と金星・火星がならぶ

１０ 火 明け方に月とスピカがならぶ

１２ 木 ●新月（３時）

渡部 義弥（企画広報担当課長・学芸員）

星空ガイド
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新時代の天体観測～インターネット・リモート観測～

大崎生涯学習センター 遊佐 徹

新時代の天体観測

「天体観測」と聞いて、皆さんは、いったいどんな光景を思い浮かべますか。きっ

と、星々がきらめく夜空の下で、眠さや寒さ、あるいは蚊の襲来などと戦いながら一心

不乱に望遠鏡をのぞいたり、天体写真を撮影したりする様子を想像するのではない

でしょうか。もちろん、私もそんな感じで観測することもありますが、近頃はちょっと変

わったスタイルの「天体観測」となっています。

夕食や風呂の準備をしながら・・・。テレビで野球観戦をしながら・・・。家族の愚痴

を片耳で聞きながら・・・。パジャ

マ姿で寝る準備をしながら・・・。

そんなぐうたらを絵に描いたよう

な姿で、インターネットに接続さ

れた茶の間のパソコンの前で

「天体観測」を行うのです。大き

な声では言えませんが、星仲間

との飲み会の席で、スマホの小

さな画面を操作して「天体観

測」したこともあります。それが本

当の「天体観測」かと自問自答

したりすることもありますが、れっ

きとした「天体観測」だと思って

います。

夜空の下にいなくても「天体

観測」が行える時代が到来しました。本格的な天文台ではかなり前から、熱を嫌う天

体望遠鏡からあえて離れた制御室の中で望遠鏡を遠隔操作して観測することが当

たり前になっていましたし、アマチュアの間でも最近では、Ｗｉｎｄｏｗｓのリモートデスクト

ップ機能を使って家の中から望遠鏡を遠隔操作して天体写真を撮影する方が増え

ています。

今回紹介するリモート観測も、インターネットという長大なケーブルを介して遠く離

れた海外の望遠鏡を遠隔操作し、本物の宇宙から届く光を捉える「天体観測」その

ものです。観測画像はデジタルデータとして、インターネットを通して転送され、それを

解析・処理します。もちろん、そのときは、一切の煩悩を排除しながら一心不乱に

データと向かい合います。

今月のメイン
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新天体の確認観測・フォローアップ観測の醍醐味とリモート観測

私は、高校時代から彗星や新星に魅了されてきました。新天体を一刻も早く見た

い。どんな天体なのかを確かめないことには気が済まない。変化を追いかけたい。そ

の上、観測を通して、多くの星仲間との情報交換や交流ができる。先輩や仲間たちと

学生の頃から取り組んできた新天体の確認観測やフォローアップ（追跡）観測は、社

会人になっても細々と続けていました。

２００９年。この頃から、私たちアマチュア天文家もインターネットを通したリモート観

測が利用できるようになります。これは大きな可能性を秘めた、天体観測のイノベー

ション（技術革新）です。街明かりで星が見えないところに住んでいる人や観測施設を

持てない人でも、理想的な星空の下でハイスペックな機器を駆使して日常的に天体

観測を行うことが可能になります。高価で高性能な観測装置を、自前で持つよりはる

かに安価に、使いたいときに即座に使用できます。日本が曇天でも昼間でも、海外の

望遠鏡で観測することが可能となるのです。そして、日本に居ながら南半球の天体だ

って観測できるのです。

リモート観測のおかげで、国内で発見された新天体を、わずか半日後には海外の

望遠鏡を使ってその存在を速やかに確かめることが可能になりました。すると、発見

者等から直接、確認の依頼を受ける機会も増えました。好きな新天体の観測がいつ

でもできるようになったのです。水を得た魚のように、リモート観測という武器を得た私

は、気付けば百個近くの新星、超新星や彗星などの新天体の確認観測を行ってい

ました。その過程で、偶然、新天体を発見する機会にも恵まれました。おそらく私は、

自分の発見した天体を海外の望遠鏡を使って自分自身で確認観測した初めての日

本人ではないでしょうか。

それはともかく、インターネットの発展によって、天体観測のかたちも大きく変わりま

した。実際の観測画像などを紹介しながら、インターネットのリモート観測とはどんなも

のか、簡単にご紹介してみたいと思います。

チュリュモフ・ゲラシメンコ彗星（６７Ｐ）

最近の観測例をご紹介しましょう。探査機

ロゼッタが直接探査していることで話題のチ

ュリュモフ・ゲラシメンコ彗星を、７月１５日、

カリフォルニアにある６１ｃｍｆ／６.５反射望遠

鏡を遠隔操作して観測に成功しました。１４

等で、淡く広がった尾が伸びています。日本

では難しい梅雨時に観測できるのも、話題の

天体を気軽に撮影できるのも、リモート観測

の大きな強みです。

ＴＯＲＵ ＹＵＳＡ
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インターネット天文台・ｉＴｅｌｅｓｃｏｐｅ.ＮＥＴについて

リモート観測で使用できるインターネット天文台は世界中にいくつかありますが、「ｉＴ

ｅｌｅｓｃｏｐｅ.ＮＥＴ」がもっともポピュラーな存在です。日本でも、有力なアマチュア天

文家らが精力的に使用して、新天体や彗星の観測等で大きな成果を挙げています。

リモート観測の話をしていてよく受ける質問が、「お金はなんぼかかるんですか？」

というもの。まずは、気になるその辺りからご紹介していきましょう。

ｉＴｅｌｅｓｃｏｐｅ.

ＮＥＴは、オースト

ラリアの実業家ら

が運営する民間

の有料サービス

です。アマチュア

天文家らが土地、資金、望遠鏡などを出資し合って運営しています・ユーザーである

私たちは、月々４０ＡＵＤ（オーストラリアドル）とか９０ ＡＵＤ等のプランで登録メン

バーとなり、１ＡＵＤ＝１ポイントの望遠鏡利用権を事前購入します。望遠鏡によって

１時間あたりのポイントが決まっていて、使用する望遠鏡と使用時間に応じて課金さ

れるシステムとなっています。分かりやすく例えれば、レンタカーの望遠鏡版、つまりレ

ンタスコープです。

興味のある方は、機能限定の無料トライアル期間がありますので、気軽に試用して

みましょう。気に入ったらならば、月４０ＡＵＤのＰｌａｎ‐４０などにバージョンアップしまし

ょう。以前は、課金対象の時間は望遠鏡の占有時間、すなわちカメラのピント合わせ

から観測が終わって望遠鏡の原点復帰が完了するまでの時間すべてに課金されて

いたのですが、今は天体の撮像に要した実時間のみとなりました。実質的な大幅値

下げです。ちなみに、前ページのチュリュモフ・ゲラシメンコ彗星を撮影するために使

った米国の６１‐ｃｍ望遠鏡は「Ｔ２４」で、１時間あたり１７６ＡＵＤ。６０秒露光で６コマ

撮影しましたので１８ＡＵＤの使用料になるはずでしたが、今回は、たまたま無料に。と

いうのは、通常は撮影後、数分から遅くても１時間ほどでデータが届くのですが、今回

はサーバーのトラブルのために３日経っても転送されてきません。事務局に連絡した

ところ、無料にしてもらいました。利用や交渉ごとは、多少の英語力でなんとかなりま

す。

今月のメイン
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リモート観測のおおまかな流れ

ｉＴｅｌｅｓｃｏｐｅ.ＮＥＴ（ｈｔｔｐ：／／ｗｗｗ.ｉｔｅｌｅｓｃｏｐｅ.ｎｅｔ／）にアクセスし、「Ｔｅｌｅｓｃｏｐ

ｅ Ｌｏｇｉｎ」画面からログインすると、アメリカのニューメキシコ州メイヒルとカリフォルニ

ア、スペインネルピオ、豪州サイディングスプリングの４カ所の天文台を遠隔操作でき

ます。画面には、各地点の全天気象モニター、現地時間、月や薄明、日没の情報、

計１９台の望遠鏡の使用状況などが表示されています。

私がよく使用しているメイヒルＴ５望遠鏡は、高橋製作所２５‐ｃｍ ｆ／３.４のエプシ

ロン鏡とＳＢＩＧの冷却ＣＣＤ・ＳＴ‐１０ＸＭＥの組み合わせで、明るく広い視野で分解能

も高く、彗星や小惑星などの移動天体のほか新星・超新星など、多くの天体観測に

威力を発揮しています。また、Ｔ２１・４３‐ｃｍ ｆ／４.５ 反射望遠鏡やＴ１１・５０‐ｃｍ

ｆ／６.３ 反射望遠鏡も非常に優れた望遠鏡です。いずれも、世界の観測者が共通し

て使用するジョンソンシステムのフィルターを装備し、高精度な光度観測ができるほ

か、ＲＧＢカラーフィルターもあり観賞用写真も撮影できます。このほかに、大口径反

射望遠鏡や短焦点の屈折望遠鏡なども各種そろっており、予算と目的に応じて使い

分けることができます。

望遠鏡へのリンクをクリックすると、再びＩＤとパスワードの要求がありますので、入力

して進みます。ログイン時に空いていても、予約していた人に優先権がありますので、

予約状況を事前に確認する必要があります。撮影には、通常「Ｒｕｎ Ｉｍａｇｅ Ｓｅｒｉｅ

ｓ」というモードを使うことにしていま

す（右写真）。天体名と赤経・赤

緯、露光時間、露光回数を入力

し、必要に応じてフィルターを選択

します。あとは、「Ａｃｑｕｉｒｅ Ｉｍａｇ

ｅｓ」ボタンを押すだけです。自動で

天体の導入、ピント合わせ、露光を

行ってくれます。さらに、ダークノイ

ズ除去、フラット補正といった基本

的な画像処理済みの画像が、自

分の画像フォルダーにＦＩＴＳ形式

のデータで、観測後数分から１時

間程度で転送されます。データは

ＦＴＰソフトでダウンロードし、Ａｓｔｒｏｍｅｔｒｉｃａ等の位置測定ソフト、ＳｔｅｌｌａＩｍａｇｅ等の

画像処理、光度測定ソフト等を使って作業を行います。

課金は、天体の露光にかかった時間が対象になります。月の大きな時のディスカ

ウントもあります。ただし、支払いは豪ドル建てですので、最近の円安にはかなり困って

います。

ＴＯＲＵ ＹＵＳＡ
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リモート天文台を使った過去の観測例

１ 超新星候補天体確認観測

山形県山形市の板垣公一さんが今年７月１０日の一夜に、みずがめ座の銀河ＮＧ

Ｃ７３７１及びおひつじ座の銀河ＮＧＣ９３８に超新星候補天体を立て続けに発見しま

した。発見から１２時間ほど後に、スペインの４３‐ｃｍｆ／６.８反射望遠鏡を遠隔操作し

て確認観測しました。いずれも１６等台で確実に存在していました。

２ 新星の多色測光観測

ニュージーランドのＪ.サーチ氏が今年３月１５日、

いて座に６等の新星候補天体を発見。オーストラリ

アの３２‐ｃｍｆ／７.４反射望遠鏡を遠隔操作して確認

観測しました（右写真中央）。とても明るく輝いていま

した。日本では日本から観測できない南天の天体も

観測できるのは、すごいことだと思います。

３ 岩本新彗星の確認観測

２０１３年３月１３日、徳島県阿波の岩本雅之さん

が発見した天体の確認依頼を受け、メイヒルの２５‐

ｃｍ ｆ／３.４反射望遠鏡を遠隔操作して確認観測し

ました。撮影した全６コマすべてに、彗星特有の姿を

した天体が写っていて、同じ方向に、同じ移動量で

移動していました。この観測が決め手となり、国際天

文学連合の中央天文電報局から新彗星「Ｃ／２０１３

Ｅ２ （ＩＷＡＭＯＴＯ）」として公表されました。

リモート観測の利点を生かして、速やかな確認観

測を行うことができました。

ＮＧＣ７３７１の超新星候補天体 ＮＧＣ９３８の超新星候補天体

今月のメイン
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４ アイソン彗星の残骸を追って

２０１３年１１月末、太陽に大接近して消滅した

アイソン彗星の残骸を追って、翌年１月２８日にメ

イヒルの５０ｃｍｆ／６.８反射望遠鏡を使って撮影し

ました。非常に良い空の下、長時間露光により２０

等の恒星まで写った画像には、残念ながら、何の

痕跡も見つかりませんでした。

５ テンペル第２彗星のダストトレイル

メイヒルの２５ｃｍｆ／３.４反射望遠鏡を使って

２０１０年７月１４日、テンペル第２彗星の「ダストト

レイル」の撮影に成功しました。アマチュアの観測

例としては世界的にも珍しいケースとなりました。

標高２，２２５ｍの抜群の透明度、そして優れた機

械の賜物です。これもリモート観測ならではの成

果と言えるでしょう。

最後に～リモート観測は福音、技術革新、天体観測革命

以上、簡単にリモート観測の紹介をさせていただきました。リモート観測は、単なる

「新しい観測スタイル」にとどまりません。もちろん、私のようなぐうたら観測者に楽をさ

せるための道具でもありません。リモート観測は、観測したくても、諸事情で観測でき

ない方々への福音であると同時に、私たちが星空・宇宙の真理とロマンを追い求める

上での天候、時間及び地平線による制限を解き放ち、天体観測の新しい可能性を

広げるイノベーションです。大げさに言えば「天体観測革命」です。皆さんも、ぜひチャ

レンジしてみてください。

私の観測画像は、ホームページ「Ｌｅｔ'ｓ Ｏｂｓｅｒｖｅ Ｃｏｍｅｔ！」から見ることがで

きます。ＵＲＬはｈｔｔｐ：／／ｓｐａｃｅ.ｇｅｏｃｉｔｉｅｓ.ｊｐ／ｙｕｓａｓｔａｒ７７／です。

著者紹介 遊佐 徹（ゆさ とおる）

大崎生涯学習センター課長補佐兼総務係長兼社会教
育主事。
１９６６年宮城県生まれ。彗星や新星・超新星など新天

体の確認追跡観測のエキスパート。２０１１年と２０１２年
に、さんかく座銀河Ｍ３３とアンドロメダ大銀河Ｍ３１に新星
を発見した。プラネタリウム担当職員として、天文普及や天
文ボランティア指導に当たっている。

ＴＯＲＵ ＹＵＳＡ
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月にまつわるエトセトラ

西野 藍子（天文担当学芸員）

秋といえば、お月見のシーズン。今年は９月２７日が「中秋の名月」で、その翌日

２８日が今年一番大きい満月でした。また１０月２５日は、「後の月」です。地球に住

む私たちにとって、月は最も身近な天体であり、古来より人々に親しまれてきました。

そこで今回は私たちにとってなじみ深い、月にまつわるエトセトラをご紹介しましょう。

月齢とは…？

月の満ち欠けの状態

を表すときに、よく月齢

３.４とか月齢１２.８とか数

字が出てきます。この月

齢とは、どういう数字な

のでしょう。

月はおよそ２９.５３日

の周期で満ち欠けを繰り

返しています。この１周

期を朔望月（さくぼうげ

つ）といいます。地球から

見て、月と太陽がちょう

ど同じ方向に位置した

「瞬間」を朔（新月）とい

います。月齢は、この朔

（新月）から何日経過したかを示す数値なのです。

１０月の月の満ち欠けで考えてみましょう。朔（新月）となるのは、１０月１３日９時６

分です。例えば上弦の月の日にあたる１０月２１日の正午（１２時）の月齢は、

２１日１２時 － １３日９時６分 ＝ ８日２時間５４分 ≒ ８.１日

と、計算することができます。つまり、２１日の月齢は８.１となります。

月齢を表すときはふつう、その日の正午の月齢（正午月齢）を使います。そして朔

（新月）となる時刻からの日数を計算すると、２４時間未満が小数点以下の数値で表

されることになるのです。

図：月の満ち欠けのようす

天文の話題
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地球からは見えない月の裏側

月をよく見ていると、どの満ち欠けをし

ていても必ずウサギさんのいる表側が

見えていることがわかります。これは、月

がおよそ１ヶ月かけて地球を一周してい

る間に、月自身も１ヶ月かけて自転して

いるからです。

しかし近年では、人工衛星や探査機

によって月の裏側のすがたも見られるよ

うになってきました。先日、ＮＡＳＡの地

球観測衛星（ＤＳＣＯＶＲ）がとらえた地

球と月の裏側の映像が公開されまし

た。

月の裏側は、表側に比べて海（溶岩

がしみだしている部分）が少なくクレー

ターが多いという特徴があります。

月の地形をよく見ると…

月を望遠鏡でながめると、表面に黒

い模様やたくさんの穴（クレーター）が見

つかります。こうした地形をよく見ると、

地形ができた順番（つまり年代の違い）

を知ることができるのです。例えば右の

写真３には、コペルニクスや雨の海な

ど、さまざまな地形が写っています。

月の海は内部にある溶岩が表面にし

みだして固まったところです。コペルニク

スの光条（放射線上にのびる白い筋の

ようなもの）は、雨の海にひろがっていま

すから、コペルニクスは雨の海よりも後

にできたことがわかります。しかし、エラト

ステネスは、コペルニクスの光条のさら

に後にできたクレーターのようです。こん

な風にして月の地形をじっくり見て年代

を考えるのも、楽しいものかもしれませ

ん。

写真１：月はいつも同じ表側が見える

Ｃｒｅｄｉｔｓ：ＮＡＳＡ／ＮＯＡＡ

写真２：ＤＳＣＯＶＲが撮影した月の裏側

↓プラトー

↓虹の入り江

↓アルキメデス

雨の海

↑エラトステネス

↑コペルニクス

写真３：月の地形

天文の話題
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光を虹色に分ける ～分光器～

長谷川 能三（主任学芸員）

虹をみるとなんだかうれしくなりますね。虹は空中の水滴が太陽の光を虹色に分け

てくれることで見えています。白色というか色が無いように思える太陽の光ですが、い

ろいろな色からできているのです。いろいろな色が混ざり合うことで、どの色にも偏らな

い白い色の光として見えています。

このように、ふつうの光はいろいろ色が混ざり合っているので、これを分けることを

「分光」、光を分光してできた虹色の帯を「スペクトル」といいます。このスペクトルを調

べると、いろいろとその光についてわかることもあり、その光を出しているものがどういう

状態であるのかがわかるのです。

例えば写真１は太陽の非常に詳しいスペクトルです。縦方向に虹色になっているよ

うに見えますが、この紙面のサイズでいうと、５ｍ以上もある非常に長くて詳しいスペク

トルなのです。あまりにも長いので、５０本に分けて、それを上下に並べています。で

すので、これを細長く切り分けて、ある列の左端をその下の列の右端につないで、そ

の左端をさらにその下の列の右端につないで…としていくと、５ｍ以上の長さのスペク

トルになります。

写真１．太陽の詳細スペクトル
Ｎ.Ａ.Ｓｈａｒｐ, ＮＯＡＯ/ＮＳＯ/Ｋｉｔｔ Ｐｅａｋ ＦＴＳ/ＡＵＲＡ/ＮＳＦ

国際光年
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この太陽のスペクトルには、あちこちに黒い筋が入っています。これは太陽の表面

に存在している元素が、特定の色の光を吸収してしまった跡なのです。元素によって

どの光を吸収するかは決まっているので、これを調べると太陽の表面にどんな元素が

あるのかわかるのです。

例えば、上から８列目のやや右の方に太く黒い部分がありますが、これは水素が吸

収したところ。１９列目のまん中あたりに２つ黒い部分がありますが、２つともナトリウム

か吸収したものです。このようにひとつひとつ調べていくと、太陽の表面には他にも鉄

やニッケル、マグネシウム、チタンなどなど、さまざまな元素があることがわかるので

す。誰も太陽まで行ったことはありませんが、太陽の光を分光して調べるだけでわか

ってしまうのです。

他にも、このような元素が吸収したスペクトルの位置が、ドップラー効果によって本

来の場所からずれていることで、星の動きを知ることができるなど、スペクトルからわ

かることは多いのです。ですので、分光というのは、天文学に限らず、物理や化学、生

物学、医学などさまざまな分野における研究の重要な手段になっています。

このように光を虹色に分けて調べる機器を「分光器」といいます。写真２はイギリス

のアダム・ヒルガー社製の分光器で、１００年近く前のものです。左端に光の取り入れ

口があり、細いスリットになっています。そこから入った光を一旦レンズで平行にして、

まん中のところにあるプリズムで分光します。分光した光は再びレンズで集められ、右

端の四角い部分に付けた写真乾板の上に、スペクトルの像ができます。写真１のよう

なカラー写真だときれいなのですが、研究のためには波長がいくらの光がどこに写っ

ているかさえわかればいいので、白黒で撮影されます（写真３）。

写真２．アダム・ヒルガー分光器

写真３．アダム・ヒルガー分光器で撮影されたスペクトルの例（可視～紫外域）

国際光年
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光あれ！

★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★

旧約聖書、創世記の最

初の言葉は「光あれ！」だ

そうです(訳によっていろい

ろある)。そして、ドイツの偉

大な詩人ゲートの臨終の

言葉は「もっと光を！」だっ

たそうです。

人類は明るい光を求め

ていましたが、ついに約

１５０年前、明るい光を手に

入れることができました。

それは、アーク灯と呼ばれる電気の光です。アーク灯とはどんな光

でしょう？どれだけまぶしいのでしょう。今回はいろんな光をご覧いただ

きます。 おおくら ひろし（物理担当学芸員）

ここから２ページはジュニア科学クラブ（小学校５・６年生を対象とした会員制）のページです。
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■１０月のクラブ■

１０月２４日（土） ９：４５ ～ １１：４０ころ
◆集 合：サイエンスショーコーナー（展示場３階）

９：３０～９：４５の間に来てください
◆もちもの：会員手帳・会員バッジ・月刊「うちゅう」１０月号・筆記用具
◆内 容： ９：４５～１０：３５ サイエンスショー（全員）

１０：４０～１１：４０ 実験教室（会員番号１～７７）
１０：４０～１１：４０ てんじ場の見学（会員番号７８～１５４）

・途中からは、入れません。ちこくしないように来てください。
・展示場の見学は自由解散です

さあ、みんなで「光あれ！」
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アルミのボート

１０・１１月の実験教室

どんな実験なの？

アルミホイルで船をつくってみよう。おもり

をのせても水にうかんだままでいられるか

な。どのくらいおもりがのせられるかな？船

の形はどうかな？

家で行なうときに準備するもの（クラブ当日は準備します）

アルミホイル、おはじきｏｒビー玉、水が入った洗面器

ためしてみよう

アルミの船の体積を調べてみよう。体積

を大きくするためには、どうすればよいの

か、研究してみよう！たくさんおもりをのせて

もうかんでいられるように、船をかいりょうし

てみよう。

１０月、１１月はこの実験にチャレンジするよ。お楽しみに！

この実験は、トライサイエンスのホームページ （ｈｔｔｐ：//ｗｗｗ. ｔｒｙｓ

ｃｉｅｎｃｅ.ｏｒｇ/ｊｐ/）の「やってみよう！」にあるよ。他の実験にもトライし

てね！
こうけん

日本ＩＢＭ 社会貢献・ボランティアチーム
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ギリシア神話の星たち

ブラックホール

博物館（ｍｕｓｅｕｍ）の語源は、ギリシ

ア神話で文芸を司る女神ムーサと言わ

れています。その他にも、星の名前、文

学、商品名に至るまで、ギリシア神話に

由来する言葉は、私たちの生活の様々

な場面に浸透しています。９月から投

影中のプラネタリウムでは、現在の私た

ちにも関わりのある、ギリシア神話にまつ

わる話題を取り上げています。

現在、私たちが使っている星座にも

ギリシア神話に登場する神々が描かれています。星座の起源は、古代メソポタミアに

あると考えられています。それが古代ギリシアに受け継がれ、高い文化を築いていた

ギリシアの豊かな神話の中に取り入れられました。

また古代ギリシア人たちは、高度な天文学を生み出しました。星座は天文学とも深

く関わっています。人々は天空で起こった変化が、地上で起こる出来事に関係すると

考えていました。そこで天体の動きを詳細に調べ、その動きを説明する天動説を考

え出ました。天動説では恒星は一番外側にあり、その中を月や惑星が複雑に動きま

す。恒星を背景の地図として星座を描き、位置の基準としたのです。

古代ギリシアの人たちは、どんな想いで星空をながめたのか。今回のプラネタリウム

では、神話の星たちを通して、古代ギリシア人と宇宙との関わりについて探ってみま

す。 企画・製作：江越 航（天文担当学芸員）

今年は国際光年。ブラックホールを表す方程式でもある一般相対性理論をアイン

シュタインが発表してから１００年目です。

というわけで、国際光年協賛企画として、プラネタリウム「ブラックホール」を投影し

ています（２０１２年制作）。

一般相対性理論が提唱された１００年前には「ブラックホール」ということばもありま

せんでしたし、ブラックホールは机上の空論で、実際の宇宙には存在しないだろうと

考えられていました。アインシュタインですら「無いだろう」と考えていたブラックホール

ですが、１９７０年代から観測されはじめ、今では１００個以上、見つかっています。恒

星ブラックホールと呼ばれる大きさ数１０ｋｍのものから、ほとんどの銀河の中心にあ

ると考えられる巨大ブラックホールまで、サイズはいろいろで、宇宙には、それこそ“星�

１１月までのプラネタリウム
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フシギな偏光板（へんこうばん）

の数ほど”ブラックホールがあるのです。

このプラネタリウム「ブラックホール」は、光を出さな

いまっ黒なブラックホールがなぜ、あるとわかるのか

を、実験映像を交えて迫力の映像で解説しています。

今回、「ブラックホール」の投影に合わせて、解説用

のミニブック「ブラックホールの秘密」を出しました！ミ

ュージアムショップだけの限定販売。１冊１００円です。

もし本編で寝てしまって（？）聞き逃した、という場合

は、「ブラックホールの秘密」をお読みください。

企画・製作：石坂 千春（主任学芸員）

�

今年は「国際光年」ということで、現在実施中のサイエンスショーも、光の実験で

す。今回の主役は「偏光板」。そんなもの見たことも聞いたこともない…と思っている

かもしれませんが、毎日知らず知らずのうちに見ているものなのです。というのも、テレ

ビや携帯電話の画面などに使われている液晶表示には、必ず偏光板も使われてい

るのです。

そんな、身近なのにあまり知られていない偏光板。でも偏光板を使うと、存在しない

ものが見えたり、見えなかったものが見えてきたり…とフシギなことがいろいろ起こります。

例えば、科学館の入り口の上にある「偏光ステンドグラス」をご存じでしょうか？何も

ないように見えるのに、展示場内のいくつかの場所からだけ、色鮮やかな星座の絵が

見えます。「偏光ステンドグラス」というくらいですから、これにも偏光板が使われてい

るのです。

偏光板っていったい何なのか、実験を通してその正体をさぐってみましょう。

企画・製作：長谷川 能三（主任学芸員）

偏光ステンドグラス（偏光板を通して見た様子）

１１月までのサイエンスショー
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学芸員補助スタッフ紹介

元岡 綾子（サイエンスショー担当）

５月より学芸員補助スタッフとしてお

世話になっています、元岡綾子（もとお

かあやこ）と申します。主に火・木・金曜

日の午後のサイエンスショーを担当して

います。普段は大学院生として大学で

研究をしていて、先生に勧められて科

学館での仕事に挑戦することにしまし

た。これまでショーをした経験はなく、し

っかり緊張もするタイプで人前に出る仕

事は考えたこともなかったため、思って

もみない提案に驚きつつ、持ち前の好

奇心からチャレンジを楽しんでいます。興味を持って聴き続けてもらうことの難しさ

や、科学教育の在り方について模索する日々です。

私は大学では「タンパク質」の構造や性質を解明していく研究を行っています。タン

パク質は生体の重要な構成成分であり、コラーゲンなどとして形態維持に関与してい

たり、ホルモンやその受容体などとして幅広い生命現象に関わったりしています。そし

て、多くの薬はこうしたタンパク質を標的としており、効率的に新たな薬を創るために

はタンパク質の構造や性質を知ることがとても重要で、世界中で研究されています

（私もその一端を担えているかどうか…）。ノーベル賞では日本人だけでも、２００２年

田中耕一さんが質量分析という技術でタンパク質を分析する手法に関する研究によ

って、２００８年には下村脩先生が緑色蛍光タンパク質 : ＧＦＰの発見によって化学賞

を受賞されました。生体高分子は科学館では展示の少ない分野ですが、３階生薬ウ

ォール横のパネルで、高分子のひとつとしてタンパク質も紹介されています。また、タ

ンパク質の分析には物理的化学的な技術がたくさん使われており、電子顕微鏡やX

線回折、電磁石、そしてステンドグラスでおなじみの偏光など、大阪市立科学館に展

示されている技術も利用されています。

私生活では１歳半の息子と夫と、家庭菜園などを楽しみながら暮らしています。息

子や周辺の子供たちと接しているとたくさんのことを教えられ、サイエンスショーで子

供たちにお話しする際に大きく役立っています。もう少し大きくなって一緒に遊びに来

るのが楽しみです。

学芸員さん・他のスタッフさん・デモンストレーターさんと比べて経験も浅く、未熟で

至らない点もあるかと思いますが、私自身が楽しみながら実験をしていきたいと思い

ますので、みなさんも一緒に楽しんでいただければと思います。どうぞよろしくお願いい

たします。

新・スタッフ紹介
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学芸員の活動

嘉数 次人（天文担当学芸員）

プラネタリウムの投影やプログラム企画などの活動とと

もに、専門である科学史を通じた活動もしています。科学

研究は人間が行う活動ですから、文化の一つだと考え

て、幅広い視点で科学を見つめたいと心がけています。

また、科学館にたくさんあるモノ（つまり資料）を通じて

科学を楽しんでもらえるようにするのも活動テーマです。

Ｑ．最近の研究テーマは？

Ａ．テリトリーである日本天文学史では、

２００年余りの江戸期の間に、どんなことが

明らかになり、天文学者たちの意識がどう

変化してきたかについて興味を持っています。

あと、江戸期の大阪の蘭学者である橋本

宗吉という人について、伝記的なものをまと

めたいと考えています。

Ｑ．どうして学芸員になったんですか？

Ａ．大学では教育学部で理科を学んでいた

ので、就職は学校教員か、科学館などの社

会教育でと考えていましたが、当時は教員

採用試験の募集人数も、博物館スタッフの

採用も非常に少ない時期でした。そんな中

で、科学館に採用してもらったことに感謝を

しています。

Ｑ．学芸員として大切にしたいことは？

Ａ．専門分野については、なるべく自分自

身で行った調査や研究で得た知識を伝え

るようにしたいと心がけています。

あと、私の話を通じて、聞いた人が何か新

しいことを知ったり、出来るようになったりして、

聞く前と比べて世界が広がる感覚を持って

もらえるような伝え方を心がけています。

Ｑ．理科（科学）が好きになった理由は？

Ａ．本格的に意識するようになったのは小

学２年生の時。買ってもらった宇宙の図鑑

に、星の一生を紹介したページがあって、

それを見て驚いたことがきっかけです。とて

も遠い所にある星たちも、私たちと同じよう

に一生を送るんだという感覚を抱いて、どう

なっているんだろうと思ったのが最初です。

Ｑ．学芸員として自慢できること、あります？

Ａ．２０１２年と２０１４年に、江戸時代の天

文学をテーマとした企画展を開催すること

ができました。小さな展覧会でしたが、出来

る限りの実物資料を並べて、自分が調べて

きた事柄を紹介することができました。実物

を通じて紹介できるのは博物館職員ならで

はの活動ですから、学芸員冥利につきます。

Ｑ．これから、どんな仕事をしたい？

Ａ．科学館が持っている資料を有効に使っ

た活動がしたいです。実は科学館には約１

万点もの資料があります。それら個々の資

料についてはもちろんですが、コレクション全

般を見渡した上で、そこから知ることができ

ることがいっぱいありますので、その魅力を

伝えたいなと思っています。

ＭＹ ＭＩＳＳＩＯＮ

大阪市立科学館は、「科学を楽しむ文化の振興」を使命として活動しています。
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科学館アルバム

今回は８月のできごとをレポートします。夏休みが始まり、宿題なのでしょうか、メモ

をもった子供たちを展示場でよく見かけました。楽しく自由研究の宿題ができるように、

すてきな夏の思いでができるように、科学館ではさまざまなイベントを開催しました。

８月４日（火），５日（水）

夏休み自由研究教室 「光をピカッ！鏡を作ろう」

８月６日（木）

花火の色とひかりスペシャル講演会

学芸員による自由研究教室第２弾。小野学芸員

が銀鏡反応を使って、ガラスで鏡を作る実験教室

を指導しました。今年の自由研究教室は「国際光

年」に協賛し、光に関する実験がテーマです。

８月７日の「花火の日」を前に、企画展の関連イベントとし

て花火師の古賀章広氏と岳川学芸員の講演会を開催し

ました。当選された１００名の方が、花火師ならではの裏

話や、花火と深い関係がある化学の話を楽しみました。

８月７日（金）～９日（日）

ロボット教室「少年・少女ロボットセミナー」

８月１０日（月）～１６日（日）

お盆はたくさんのお客様にお越しいただきました

大人でも苦労するロボットを、３日間かけて子

供たちが一生懸命作りました。傑作が揃う中、

３日目の競技大会＆デザインコンテストでは、

参加者も応援団も、とても盛り上がりました。

８月１０日（月）は特別開館し、お盆期間は９日

連続開館を行いました。８月１４日（金）の９：３０

の開館時のチケットカウンターには、こんなにたく

さんのお客様が！ご来館ありがとうございました。

こんなことがありました
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８月１８日（火），１９日（水）

夏休み自由研究教室 「虹をつくろう・しらべよう」

８月２２日（土）

特別天体観望会「月と土星を見よう」

学芸員による自由研究教室第３弾。長谷川

学芸員が回折格子（かいせつこうし）を使っ

て、光を虹に分けて光の本質を探る実験を

指導しました。

およそ７００人ものお客様にお越しいただきま

した。ありがとうございました！最後まで晴れ

て、みなさまに月と土星を見てもらうことがで

きて、よかったです。

８月２４日（月）

正面入口の写真撮影スポットリニューアル

８月２９日（土）

大阪市立科学館長による南部陽一郎博士の追悼講演

プラネタリウムの美しい星空と一緒に撮影で

きるようになりました！科学館の大きな建物

もばっちりカメラにおさめられますよ。ぜひ、記

念の一枚を！

７月５日に逝去された南部陽一郎博士は、生前に２度

当館に来館され、齋藤館長が考案・製作した展示『磁

石のテーブル』をご覧になりました。その際のエピソードや

南部先生との交流について齋藤館長が講演しました。

日々のできごとをツイートしています

館長がつぶやいてます

館長の散歩@科学館

@yoshi_saito

学芸員がつぶやいてます

学芸員＠大阪市立科学館

@gakugei_osm

広報担当がつぶやいてます

大阪市立科学館広報

@osaka_kagakukan

こんなことがありました
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科学館行事予定

科学館の研修を修了した科学デモンストレーターが、ボランティアで実験ショー

を行なっています。テーマと日時はホームページでご確認ください。

プラネタリウムホール開演時刻

土日祝日
１０：１０ １１：１０ １２：００ １３：００ １４：００ １５：００ １６：００

ギリシア
※

ファミリー ＨＡＹＡＢＵＳＡ２ ブラック ギリシア ブラック ギリシア

平 日
９：５０ １１：００ １２：００ １３：００ １４：００ １５：００ １６：００

学習投影 ギリシア ギリシア ブラック ギリシア ブラック ギリシア

所要時間：各約４５分、途中入場不可、各回先着３００席

● ギリシア：「ギリシア神話の星たち」 ● ブラック：「ブラックホール」
● ＨＡＹＡＢＵＳＡ２：全天周映像「ＨＡＹＡＢＵＳＡ２ ‐ＲＥＴＵＲＮ ＴＯ ＴＨＥ ＵＮＩＶＥＲＳＥ‐」（約４０分間）
● ファミリー：ファミリータイム（幼児とその家族を対象にしたプラネタリウム・約３５分間）
● 学習投影：事前予約の学校団体専用
★１０・１１月の日曜日と１０／１２，１１／３，２３は１７：００から「ブラックホール」を追加投影します。
※１１／２８はジュニア科学クラブのため、通常の投影はございません。

月 日 曜 行 事

１０
開催中

プラネタリウム「ギリシア神話の星たち」（～１１／２９）

プラネタリウム「ブラックホール」（～１１／２９）

サイエンスショー「フシギな偏光板」（～１１／２９）

プラネタリウム ファミリータイム（土日祝日）

全天周映像「ＨＡＹＡＢＵＳＡ２」（～Ｈ２８／３／２７の土日祝日）

国際光年協賛 企画展「光とあかり」（～１２／２７）

２４ 土 天体観望会「秋の月を見よう」（１０／１４必着）

１１

３ 火 Ｗｅ ａｒｅ，科学デモンストレーターズ！

７ 土 第１６回こどものためのジオ・カーニバル（～８日）

１２ 木 中之島科学研究所コロキウム

１４ 土 自然科学の基礎を訪ねる（～１５日）

１５ 日 楽しいお天気講座「気圧のふしぎな実験」（１１／５必着）

２３ 月 大人の化学クラブ２０１５（１１／９必着）

サイエンスショー「フシギな偏光板」開演時刻

１０：００ １１：００ １３：００ １４：００ １５：００

土日祝日 － ○ ○ ○ ○

平 日 予約団体専用 予約団体専用 予約団体専用 ○ －

所要時間：約３０分、会場：展示場３階サイエンスショーコーナー
※１１/３（火・祝）は「We ａｒｅ，科学デモンストレーターズ」開催のため休止します

申し込みの往復ハガキは、１イベントにつき１通のみ有効です。

１１月３０日までの

インフォメーション
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国際光年協賛 企画展「光とあかり」

今年は、アインシュタインをはじめとした７人の科学者の功績をたたえて国連が国際光年と定
めました。科学館では、これを記念して企画展「光とあかり」を開催します。光の性質を楽しく
学べる参加体験型展示、たいまつから青色ＬＥＤ、有機ＥＬにいたるあかりの歴史をたどる
コーナー、レンズや分光、光通信などさまざまな光に関する展示を行います。
■日時：１０月１０日（土）～１２月２７日（日） ９：３０～１７：００（入場は１６：３０まで）
■場所：展示場４階 ■観覧料：展示場観覧券が必要です

天体観望会「秋の月を見よう」

月のクレーターを見たことはありますか？科学館の大型望遠鏡を使って、実際にその姿を観
察してみましょう。※天候不良時は、月や星座に関するお話を行います。
■日時：１０月２４日（土）１８：３０～２０：００ ■場所：屋上他 ■対象：小学１年生以上
■定員：５０名（応募多数の場合は抽選） ■参加費：無料 ■申込締切：１０月１４日（水）必着
■申込方法：往復ハガキに、住所・氏名・年齢（学年）・電話番号・一緒に参加希望の方の
氏名と年齢（学年）を記入して大阪市立科学館「天体観望会１０月２４日」係へ

※小学生の方は、必ず保護者の方と一緒にお申し込みください。
★友の会会員、ジュニア科学クラブ会員は、友の会事務局への電話で申し込みできます。

Ｗｅ ａｒｅ，科学デモンストレーターズ！

科学館で実験ショーのトレーニングを受け、エキストラ実験ショーなどで活躍しているボランテ
ィア「科学デモンストレーター」。個性はじける科学デモンストレーターが、一日中、次から次へ
と楽しい実験を行います。普段のサイエンスショーとは一味違う実験ショーをお楽しみくださ
い。
■日時：１１月３日（火・祝）１０：３０～１６：３５ ■場所：展示場３階サイエンスショーコーナー
■参加費：展示場観覧券が必要です ■当日のプログラムはホームページをご覧ください
■通常のサイエンスショー「フシギな偏光板」は休止します

インフォメーション
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中之島科学研究所 第６７回コロキウム

中之島科学研究所の研究員による科学の話題を提供するコロキウムを開催します。
■日時：１１月１２日（木）１５：００～１６：４５ ■場所：研修室 ■申込：不要 ■参加費：無料
■テーマ：「光とあかり」の話 ■講演者：大倉宏研究員
■概要：光と光技術は、照明をはじめ情報、通信、エネルギー、工業、医療、学術など、あら
ゆる分野に利用、応用されています。今回は、企画展「光とあかり」の照明の歴史の部分
を中心に展示全般についてお話しいたします。

第１６回こどものためのジオ・カーニバル

私たちが暮らしている地球・宇宙のことをもっともっと知りたい人はジオ・カーニバルに集合！
様々な工作や実験を通じて、自然のふしぎにふれてみませんか。
■日時：１１月７日（土），１１月８日（日） 各日１０：００～１６：３０（入場は１６：００まで）
■場所：研修室、多目的室、アトリウムおよび工作室 ■参加費：無料
■参加方法：当日、直接会場にお越しください
主催：こどものためのジオ・カーニバル企画委員会、共催：公益財団法人大阪科学振興協会

楽しいお天気講座「気圧のふしぎな実験」

空気には重さがあるかな？気圧のふしぎな実験・工作をやってみよう！天気予報でよく使わ
れる気圧とは何か、実験・工作を中心に気象予報士がお話しします。
■日時：１１月１５日（日）１３：３０～１５：３０ ■場所：工作室 ■参加費：１００円
■対象：小学３年生～中学生 ■定員：３０名（応募多数の場合は抽選）
■申込締切：１１月５日（木）必着 ■申込方法：往復ハガキに、住所・氏名・年齢（学年）・
電話番号・一緒に参加希望の方の氏名と年齢（学年）を記入して大阪市立科学館「気圧
のふしぎな実験」係

インフォメーション
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公益財団法人大阪科学振興協会 ｈｔｔｐ：／／ｗｗｗ.ｋａｇａｋｕ‐ｓｈｉｎｋｏ.ｏｒｇ／
電 話：０６‐６４４４‐５６５６（９：００～１７：３０）

大阪市立科学館 ｈｔｔｐ：／／ｗｗｗ.ｓｃｉ‐ｍｕｓｅｕｍ.ｊｐ／
電 話：０６‐６４４４‐５６５６ （９：００～１７：３０）

休館日：月曜日（祝日の場合は翌平日）、このほか臨時休館

開館時間：９：３０～１７：００ （プラネタリウム最終投影は１６：００から、展示場入場は１６：３０まで）

所在地：〒５３０‐０００５ 大阪市北区中之島４‐２‐１

クリスマス・スペシャルナイト「オーロラのひかりに包まれて」１０／２７（火）よりチケット販売開始

オーロラのひかりには、地球や太陽にまつわる宇宙のふしぎがたくさんつまっています。オーロ
ラ写真家の中垣哲也氏が撮影した美しいオーロラ映像と極地での体験などを聞きながら、全
天にひろがる美しいオーロラのひかりに包まれてみませんか。ここ数年の活発な太陽活動に
よる見応えのあるオーロラ映像も必見です！（国際光年協賛）
■日時：１２月２５日（金），２６（土） 各日１９：００～２０：３０（開場１８：３０） ■定員：各日３００名
■場所：プラネタリウムホール ■対象：どなたでも（主に大人の方向けです） ■参加費：１５００円
■申込方法：①科学館のホームページから申し込み ②科学館のチケットカウンターにて前
売りチケットを購入（①②ともに定員に達し次第、締め切ります）

大人の化学クラブ２０１５

化学実験を通して、身近なものの化学的な内容を探ります。今年２０１５年は、国際光年で
あることから、光と化学に関係する内容で、銀を使った小さな鏡づくりなどを行います。大人
の方向けの簡単な化学実験教室です。お気軽にご参加ください。
■日時：１１月２３日（月・祝），１２月２３日（水・祝）＜２回連続＞ 各日１４：００～１６：００
■対象：１８歳以上 ■定員：２０名（申込多数時は抽選） ■参加費：２０００円（２回分）
■場所：工作室 ■申込締切：１１月９日（月）必着
■申込方法：往復ハガキに、住所・氏名・年齢（学年）・電話番号・一緒に参加希望の方の
氏名と年齢（学年）も記入して大阪市立科学館「大人の化学クラブ２０１５」係へ

★友の会会員は、友の会事務局への電話で申し込みできます（先着３名）。

インフォメーション
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友の会 行事予定

友の会サークルは、会員が自主的に学習し合う集まりです。
科学館内が会場のサークルは、参加申込は不要です。記載の日時に会場にお越しのう
え、世話人に見学の旨お伝えください。テキスト代など実費が必要なものもあります。初めて
参加される場合は、まずは見学をおすすめします。

友の会ナイトのご案内

１０月の友の会の例会は、時間・場所を変えて、プラネタリウムの投影を交えておこなう、
「友の会ナイト」になります。
■日時：１０月１７日（土）１７：３０～１９：００ ■会場：科学館プラネタリウムホール
■定員：３００名（要観覧券） ■参加費：無料（アンケートにご協力いただきます）
■対象：友の会の会員とそのご家族、ジュニア科学クラブの会員とそのご家族
■観覧券の受取方法：会員証（ジュニア科学クラブの方は会員手帳）をお持ちの上、友の会
事務局へお越しください。定員になり次第、締め切ります。
※会員と同居のご家族の方も参加していただけますが、３人程度まででお願いします。
※夜間の行事のため、中学生未満は保護者が同伴してください（こども向けの投影はありません）

月 日 曜 時間 例会・サークル・行事 場所

１０

１１ 日
１４：００～１５：３０ 化学 工作室

１６：００～１７：００ 光のふしぎ 工作室

１７ 土
１５：００～１６：３０ 英語の本の読書会 工作室

１７：３０～１９：００ 友の会ナイト プラネタリウムホール

１８ 日
８：００集合 ハイキング（申込終了） ＪＲ大阪駅集合

１４：００～１６：００ りろん物理（場の理論） 工作室

２５ 日
１０：００～１２：００ 天文学習 工作室

１４：００～１６：３０ 科学実験 工作室

１１

１ 日

１０：３０～１２：３０ 展示場見学会 学天則前集合

１４：００～１５：３０ 化学 工作室

１６：００～１７：００ 光のふしぎ 工作室

７ 土 １８：３０集合 星見 Ｐ２７参照

１４ 土
１１：００～１６：３０ りろん物理 研修室

１４：００～１６：００ うちゅう☆彡むちゅう 工作室

１５ 日 １４：００～１６：００ りろん物理（場の理論） 工作室

２１ 土
１２：１５～１３：５０ 英語の本の読書会 工作室

１４：００～１６：００ 友の会例会 研修室

２２ 日
１０：００～１２：００ 天文学習 工作室

１４：００～１６：３０ 科学実験 工作室

２３ 月 １４：００～１６：００ 特別講演会 Ｐ２７参照

２８ 土 ８：４０集合 ハイキング 近鉄大阪難波駅集合

開催日・時間は変更されることがあります。最新情報は友の会ホームページでご確認くださ
い。１０/１８のハイキングサークルの参加申し込みは終了しています。１１／２８のハイキング
サークルは、９月号同封のチラシをご覧ください。

友の会

２６



友の会例会報告

９月の例会は、１９日（土）に開催しました。メイン
のお話しは、嘉数学芸員から「科学館貴重資料めぐ
り」というタイトルで、科学館に収蔵されている面白い
試料の紹介がありました。その他の話題では、飯山
学芸員より「冥王星の話」、会員の杉野さんから「ベ
トナムの観望会」のお話しがありました。参加者は６５
名でした。

友の会入会は随時受け付けています。年会費３０００円、入会資格は中学生以上です。
詳しくは科学館ホームページ、友の会ホームページをご覧ください。

大阪市立科学館 友の会事務局

ｈｔｔｐ：／／ｗｗｗ.ｓｃｉ‐ｍｕｓｅｕｍ.ｋｉｔａ.ｏｓａｋａ.ｊｐ／～ｔｏｍｏｎｏｋａｉ／

電 話：０６‐６４４４‐５１８４ （開館日の９：３０～１７：００）

メール：ｔｏｍｏ＠ｓｃｉ‐ｍｕｓｅｕｍ.ｊｐ

星見サークル

星見サークルは、都会を離れ、星の良く見えるところで、一晩天体観察を行います。
■日程：１１月７日（土）～８日（日） ■集合：７日１８：３０ 科学館駐車場自販機前
■行先：奈良県山添村 ■解散：天王寺駅を中心とした最寄駅
■申込方法：星見サークルのホームページｈｔｔｐ：／／ｗｗｗ.ｇｅｏｃｉｔｉｅｓ.ｊｐ／ｔｏｍｏ_ｈｏｓｈｉｍｉ／か

ら申し込んで下さい。 ■費用：高速料金、ガソリン代は割勘となります（２０００円前後）
■締切：車に便乗していきますので、先着順（開催１ヶ月前から募集開始・ＨＰをご覧ください。）
■備考：宿泊施設はありません。車内で仮眠はできます。

友の会 特別講演会開催のお知らせ

今年も大阪市立科学館友の会主催の特別講演会を開催します。
■日時：１１月２３日（月・祝）１４：００～１６：００ ■会場：科学館研修室
■講演タイトル：光学迷彩 ～透明マントは実現可能か？～
■講師：瀧 雅人 先生（理化学研究所 研究員）
■講演内容：ＳＦやファンタジーの世界ではおなじみの「透明になる」技術です。ハリーポッ
ターの「透明マント」のように、そこにいるのに見えないという「光学迷彩」の技術について、
その研究の歴史からメタマテリアルまで、お話しいただきます。国際光年である今年、「光」
にまつわる最先端の話題を楽しんでみませんか。

■申込方法：友の会事務局までお電話、または電子メールｔｏｍｏ＠ｓｃｉ‐ｍｕｓｅｕｍ.ｊｐにて
■対象：友の会の会員とそのご家族 ■参加費：無料 ■募集人数：７０名（先着順）

科学館展示場見学会のお知らせ

友の会の会員で集まって、一緒に科学館の展示場を見学して回りましょう。
■日時：１１月１日（日） １０：３０～１２：３０ ■集合：１０：２０ 科学館エントランス学天則前
■申込：不要 ■費用：無料（友の会会員証をお忘れなく。）
※友の会の会員ご本人以外は、展示場入場料が必要になります。

３４年前のパソコンの動作デモ

友の会
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雨量計

江越 航（天文担当学芸員）

天気予報では、よく「アメダスの観測によりますと、大阪

の雨量は○○ｍｍ」などと言われます。これを測定してい

るのが写真の雨量計で、現在４Ｆで展示しています。この

資料は２０１３年１１月まで、豊岡特別地域気象観測所

に設置されていた雨量計です。寒冷地で使用されていた

ことから、雪を溶かして計るような工夫もされています。

降水量の定義は、水平な面にたまった水の深さのこと

をいいます。測定原理は簡単で、茶筒のように口元と底

が同じ形の適当な容器を屋外に出しておいて、たまった

雨水の深さを物差しで測ればいいことになります。

ただ、それだと自動的に測定できないので、「転倒ます

型雨量計」と呼ばれるものが広く使用されています。これ

は、雨量計内部に「ます」がシーソーのような構造で組み合わされ、水が溜まるたび

に、ししおどしのように「ます」が左右に傾きます。この時に電気信号を出力すること

で、傾いた回数から、自動で降水量を測定するようにしています。

この前の７月に大

阪に台風が近づいた

際、最大で１時間 に

１８ｍｍの雨を観測し

ました。１８ｍｍとは２

ｃｍ弱ですから、たい

したことないように感じ

ますが、これはもう傘を差していてもぬれるほどの大雨です。ニュースでたまに１時間

に１００ｍｍをこえる雨が降ったと聞くことがありますが、もはや想像できないほどの雨

量です。

気象庁では、毎日、様々な気象観測を行っており、降水量に関しては、気象官署

や、無人観測施設など、全国１，３００ヶ所で測定されています。

天気予報でよく聞く「アメダス」による日本各地の降水量は、こんな装置で測定さ

れています。こうした気象測器に支えられて、日々の天気予報が作られているので

す。
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転倒ますの原理 内部の「ます」が左右に傾く

コレクション 登録番号 ＭＥ-２０１３-３３

大阪市立科学館では、化学・物理・天文学・科学技術に関連した資料を収集しています
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